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アーカイバル光ディスクのための信頼性評価装置の開発
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インターネット情報化社会においてディジタル情報のネットワーク配信が進んでいる。光

ディスクは、デイジタノレ情報の２次的蓄積媒体として音楽、ビデオからコードデータの保存

まで幅広く普及し、近年、ｅ-文書法により公文書などの電子化保存が容認されるに至り、デ

ィジタル情報のアーカイバル保存媒体としての重要性が高まっている。このような背景のも

と、光ディスクのアーカイバルグレードの半|｣別を目的とした期待寿命測定法に関する標準化

も進んでいる。

本研究では、光ディスクでの電子化文書の長期保存を実現するためのアーカイバルグレー

ドの信頼性評価法を構築することを目的としている。

一般に光ディスクの期待寿命推定法は、アイリングモデルを用いた加速試験とその加速試

験データの統計解析により期待寿命を評価する手法を用いて規定されている。

光ディスクの物理的要因による寿命劣化の要因は、主として記録層を構成する記録膜や反

射膜などの機能性薄膜の特'性が酸素や水分の拡散などの化学的反応によって生じる。このよ

うに劣化原因が反応速度論に従う場合には、与えたストレスと反応速度の関係をアレニウス

モデルとして取り扱い、温度と湿度ストレスの加速試験による評価が可能であることはすで

に明らかにした。

一方、統計的期待寿命の推定は、母集団の理想化されたモデルで導かれる分布を用いるな

どの前提条件が必要である。しかしながら、光ディスクの故障分布には複雑な確率分布を有

することも想定され、前提条件の確認が困難な場合がある。一方、近年、コンピュータを用

いることにより個別データを用いた大規模な確率計算が容易に実現できるようになり、コン

ピュータ（計算機）統計学の研究が進んでいる。このようなコンピュータを用いた統計分析

手法の代表的手法として、ブートストラップ法（bootstrapmethod）があり、この方法を用い

て加速試験結果からシミュレーションにより故障時間分布を算出し、期待寿命の推定できる

可能性がある。具体的には、実験で得られたデータを小母集団と考えて、そこから同サイズ

の標本を復元抽出法によって無作為（ランダム）に取り出し（再標本抽出；リサンプリング)、

抽出されたデータから、目的とする統計量を計算するというリサンプリングの原理に基づい

た方法である。この手法をアイリング加速試験の線形回帰モデルに適用し、リサンプリング

による加速試験データの抽出とそれを用いた線形回帰分析を数千、数万回と多数回繰り返せ

ば、故障時間統計量の確率変動分布を計算することができる。

本研究では、アイリング加速試験法による推定故障データとブートストラップ法を適用し

た場合の評価法を構築し、実際の実験データに基づく理論的統計手法とブートストラップ法

による解析を行った。その結果、統計的期待寿命の評価方法としてコンピュータを用いた統

計分析手法（ブートストラップ法）が適応できることを実験的に明らかにした。
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